
 
 
 
 
 
 

プロテクトリレー付ギヤードモータ 
 

取扱説明書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      安全にご使用いただくために 
 

●ギヤードモータの取扱いは、作業に習熟した方が行ってください。 
また、この取扱説明書に記載されている内容は、製品をご使用いただく前に 
必ず熟読し、充分にご理解いただく必要があります。 

    ●本取扱説明書は、実際にご使用いただくお客様の手元まで届くようご配慮ください。 
    ●本取扱説明書は、製品をお取扱いいただく前にいつでも使用できるよう、 
     大切に保管してください。 

！ 
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このたびは、プロテクトリレー付ギヤードモータをご購入いただき、まことにありがとうございます。 

この取扱説明書は、プロテクトリレーの取扱いについて必要な事項を記載したものです。ＶＸシリーズ又は

ＶＣシリーズの取扱説明書と共に、ご使用の前に、必ずお読みください。 
 
 本取扱説明書では取扱を誤った場合、発生が予想される危害・損害の程度を、基本的に「危険」・「注意」 
 のランクに分類して表示してあります。その定義と表示は次のとおりです。 
 

 

   危 険 
取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷

を受ける可能性が想定される場合。 

 
 

注 意 
取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の損害や

軽傷を受ける可能性が想定される場合、および物的損害のみの発

生が想定される場合。 

 

１. 使用環境 

  危 険 
●爆発性雰囲気中では使用しないでください。爆発・引火・火災・感電・けが・装置破損のおそれがあ

ります。 
 

  注 意 
●ギヤードモータの周囲には、可燃物を絶対に置かないでください。火災のおそれがあります。 
●ギヤードモータの周囲には、通風を妨げるような障害物を置かないでください。冷却が阻害され異常

過熱による、火災・やけどのおそれがあります。 
 

① 使用場所の条件 
     1） 湿気やほこりが少なく、周囲温度０～＋４０℃、周囲湿度８５％以下、凍結・結露しない場所

に設置してください。また、冷却の良い条件下のところに設置してください。 

   2） 熱伝導がよく、かつ充分な剛性のある架台に据え付けてください。据え付け平面度 0.2 ㎜ 以下

になるようにしてください。 

3） 高度は、１０００ｍ以下。 
   4） 設置場所、屋内。（じんあいの少ない場所） 

② 製品の保管 
   1） 保管期間 
    a） 保管期間は、６ヶ月以内としてください。 

b） 製品を保管する場合は、ほこりの少ない乾燥した風通しの良い場所で保管してください。 
   2） 保管後の使用 
    a） オイルシールは、温度や紫外線など周囲の影響を受けて劣化しやすいので、長期の保管後は運

転開始前に点検をし、劣化が認められた場合は、お買い上げの販売店・代理店、または弊社営

業までご連絡ください。 
    b） 運転開始時、異常な音・振動・発熱などがないかを確認してからご使用ください。 

！ 

！ 

！ 

！ 
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２. プロテクトリレーの取扱 

 ① 概要 
プロテクトリレーは、モータの過負荷時の電流を検出し、機械装置の破損を未然に防ぐ電流検知式の過

負荷保護装置です。 
過負荷により電流が設定値を超えると、任意の時間後にプロテクトリレーが動作し、直接モータを停止

させることにより機械装置を保護します。また信号出力端子もある為、モータ過負荷時の異常ランプ点

灯等、外部への信号取りにご利用ください。 
 

 ② プロテクトリレー仕様 

適用モータ 0.1、0.2 kW 

電源 
定格電圧 200／200-220 V 

周波数 50/60 Hz 

遮断電流設定値  SW1  0.45～1.7A（16 段階、5ページの表参照） 

遮断時間設定値  SW2  0.1～0.5S（9段階、5 ページの表参照） 

スタートキャンセル時間 1.3 秒（固定） 

出力リレー 

遮断方式 モータ電流自己遮断（Ｕ相、Ｗ相） 

動作 

異常時リレー励磁 

過負荷によりモータ電流が設定値を超えると、内部 

のリレーが動作し、モータ電源を遮断。（（Ｕ相、Ｗ相） 

信号出力端子は、95/c－98/a 間がクローズ、 

95/c－96/b 間がオープンとなります。 

動作後の状態 自己保持形 

リレーの復帰方法 電源停止で復帰 

信号出力 

接点 ドライ 1C 接点 

最大負荷 AC250V 1.5A 、DC30V 1.5A （R負荷） 

最小適用負荷 DC5V 10mA 

その他 ＣＥマーク対応 
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 ③配線 
1） 動力電源の結線（U･V･W） 

モータへの配線は端子箱内の端子 U･V･W に R･S･T を

接続してください。 

回転方向は外形図によります。回転方向を逆にした

いときは R・S・T の任意の 2 本を入れ替えることによ

り、反対になります。 

 

2） 信号出力端子（95/c･96/b･98/a） 

過負荷により電流が設定値を超えると、出力リレー

に異常信号を出力します。 

モータ過負荷時の異常ランプ点灯等、外部への信号

取りにご利用ください。 
  
【注意事項】 

1）基板上の端子台への固定は絶縁を確保する為、絶縁被覆付

丸形圧着端子を使用して下さい。 
（M3.5 外形 max7.3） 

 

2） 推奨締付けトルク 

端子台 0.8～0.9N・m、端子箱カバー 1.3N・m 

 

 3） ケーブル仕様について 
＜推奨品＞ 

アース用        AWG14  1015 
動力電源用   AWG14 1015 

信号出力用   AWG16 1015 

 
 
 

 

 

4） コネクタ 

端子箱への入線部の保護は保護等級 IP54 相当としてください。 

＜推奨品＞三桂製作所 ケイフレックスシリーズ KMBG12  

5） 電磁接触器／開閉器 

＜推奨品＞富士電機 SC-03/SW-03 

6） 遮断器 

電源部には短絡時、漏電時の保護の為、遮断器を設置してください。 

＜推奨品＞富士電機 配線用オートブレーカ BW シリーズ BW32AAG-3P005 
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④ 動作説明 

   1）基本動作 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 瞬時展電・誤作動によりモータが再始動する場合があります。 復帰作業を行う前に必ず電源を遮断（MC を OFF）してください。 

※2 モータ停止後も基板までは、電圧印加状態のため注意ください。 

 

⑤プロテクトリレー動作後の復帰方法  

過負荷検出 遮断電流設定値以上の電流が遮断時間設定値以上継続した時、プロテクトリレー

が動作し、信号出力により動力電源が遮断され、モータは停止します。 

過負荷原因の除去 

モータ停止後も基板迄は電圧印加状態の為、過負荷原因を除去する前に、必ず電

源を遮断（ＭＣをＯＦＦ）して下さい。瞬時停電、誤作動によりモータが再始動

する場合が有ります。 
機械に異常が無いか点検し、異常が有ればその原因を除去してください。 

復帰方法 
電源遮断（ＭＣをＯＦＦ）でプロテクトリレーが復帰状態となり、電源再投入（Ｍ

ＣをＯＮ）でモータは再始動します。 

 

③

②

① スタートキャンセル時間

正常運転

遮断時間

モータ始動時間は、過負荷を検知しません。モータの始動電流で作動しないため

の時間です。

1.3～1.5秒（固定）です。

電流測定/平均化/過電流の判定を行います。

（モータ始動直後は除く）

設定値以上の電流が遮断時間以上継続したとき、過電流検知状態となり、モータ

電流を遮断しモータを停止します。※2

モータ電流を遮断し 

モータを停止します 

モータ停止後も 基板までは電圧 

印加状態のため注意ください 

過負荷発生 

過負荷原因除去前に、必ず電源遮断 

（ＭＣをＯＦＦ）してください ※1 過負荷原因除去 

復帰 

モータ電流 

遮断電流 

① ② ③ 

電源スイッチ MC 

モータ動作 

過負荷信号 

過負荷信号 

a 接点 

b 接点 

OPEN OPEN 

OPEN 

CLOSE 

CLOSE CLOSE 

OFF ON ON 

ON OFF ON 

時間 

時間 

時間 

時間 

時間 
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⑥ 設定 

本機は遮断電流（SW1）と遮断時間（SW2）の設定ができます。工場出荷時にはモータ仕様に合わ

せて基本設定値（60Hz 地域）が設定されています。 
50Hz 地域でご使用される場合、下表を参考に「遮断電流値 SW1」の設定をモータ定格電流値に調

整してください。 
お客様で「遮断電流値 SW1」をモータ定格電流値以上の設定に変更される場合は、減速機の寿命を

損なう可能性が有りますので、弊社にご相談ください。 
 
  【設定方法】 

ロータリーディップスイッチの矢印を設定する番

号に合せてください。 
運転中の切替えは出来ません。電源 OFF の状態で

設定してください。 
 
 
 
 
            
             ロータリーディップスイッチ 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         参考）モータ定格電流値 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＷ１

番号
遮断電流値

[A]

0 0.45

1 0.5

2 0.55

3 0.6

4 0.65

5 0.7

6 0.75

7 0.8

8 0.9

9 1.0

A 1.1

B 1.2

C 1.3

D 1.4

E 1.5

F 1.7

ＳＷ２

番号
遮断時間

 [S]

0 0.1

1 0.15

2 0.2

3 0.25

4 0.3

5 0.35

6 0.4

7 0.45

8 0.5

9 0.5

A 0.5

B 0.5

C 0.5

D 0.5

E 0.5

F 使用不可

0.1kW 0.2kW

50 0.62 1.1

60 0.55 1.0

220 60 0.54 1.0

200

電圧
（Ｖ）

周波数
（Ｈz)

定格電流値（Ａ）



- 6 - 

３. 保証期間と保証範囲 

① 保証期間 

    貴社に据え付け後１年未満、または弊社工場出荷後１８ヶ月間のいずれか短い方と致します。 

 

② 保証範囲 

保証期間中に、お客様側にて、本取扱説明書に記載の正常な据え付け・連結および取り扱い・ 

点検・保守のもとでの運転条件下にて、弊社製品に生じました故障は、その故障部分の交換 

または修理を無償で行います。但し、無償保証の対象は、お客様にお納めした弊社製品のみ 

であり、以下の費用は保証対象外とさせて頂きます。 

 

1） お客様の装置から弊社製品を交換または修理のために取り外し、取り付けたりするために要 

する費用およびこれらに付帯する工事費用。 

2） 修理工場などへお客様の装置の輸送などに要する費用。 

3） 故障や修理に伴うお客様の逸失利益ならびにその他の拡大損害額。 

 

③ 保証適用除外 

下記項目については、保証適用除外とさせていただきます。 

 

1） お客様が、取扱説明書通りに弊社製品を正しく据え付けられなかった場合。 

2） お客様の保守管理が不充分であり、正しい取り扱いが行われていない場合。 

3） 弊社製品と他の装置との連結に不具合があり故障した場合。 

4） お客様側で改造を加えるなど、弊社製品の構造を変更された場合。 

5） 弊社工場以外で修理された場合。 

6） 取扱説明書による正しい運転環境以外で弊社製品をご使用になった場合。 

7） 災害（地震、火災、水害、塩害、ガス害、落雷）などの不可抗力や第三者の不法行為によって 

故障した場合。 

8） お客様の装置の不具合が原因で、弊社製品に二次的に故障が発生した場合。 

9） お客様から支給を受けて組み込んだ部品や、お客様のご指定により使用した部品などが原因で 

故障した場合。 

10）弊社製品に組み込んだ軸受やオイルシールなどの消耗品が、消耗・摩耗・劣化した場合。 

11）その他弊社の責任以外で損害の発生した場合。 

12）前各号の他、当社の責めに帰すことのできない事由による故障。 

 

・以上の内容は、日本国内の取り引きおよび使用を前提と致します。 
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          ■本社 

           減速機事業部営業部 本社営業課 

            〒500-8448 

            岐阜県岐阜市中洲町１８番地 

            TEL 058-271-5895  FAX 058-271-6524 

          ■東日本 

           減速機事業部営業部 東日本営業課 

〒160-0023 

            東京都新宿区西新宿４－１５－３ 住友不動産西新宿ビル３号館５Ｆ 

            TEL 03-3370-6359  FAX 03-3370-2030 

          ■美濃工場 

            〒501-3763 

            岐阜県美濃市極楽寺９６３－１ 

 

 

 

 

 

 

 

（12．12） 

 

 



安全にご使用いただくために
●ギヤードモータの取り扱いは、作業に習熟した方が行ってください。
　また、この取扱説明書に記載されている内容は、製品をご使用いただく前に
　必ず熟読し、充分にご理解いただく必要があります。

●本取扱説明書は、実際にご使用いただくお客様の手元まで届くようご配慮ください。

●本取扱説明書は、製品をお取り扱いいただく前にいつでも使用できるよう、
　大切に保管してください。

●製品は予告無しに変更することがあります。

●本取扱説明書に記載されている内容は予告無しに変更することがあります。

G
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 0.1  0.2  0.4  0.75  1.5  2.2  

 PNB 
2001K 

PNB 
2002K 

PNB 
2004K 

PNB 
4008K 

PNB 
4015 

PNB 
4022 

 N m  0.98 2.0 3.6 7.8 15 22 
 PMI3040  PMP3150 

  AC 200V DC 90V  
20  

 
  0.13 0.33 0.40 
 W  12 30 36 

  0.15 0.25 0.3 
  0.4 0.8 1.3 

 
 

sec  

 0.15 0.25 0.3 0.4 0.45 
 0.08 0.12 0.1 0.2 0.18 
 0.015 0.03 0.02 0.03 

 
 0.06 0.08  

 
2.2 DC180V  

P.9  
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http://www.fujihensokuki.co.jp/archives/support.html 
 

http://www.fujihensokuki.co.jp/fuji/gear_support/gear_question_entryform.html 
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